






































Questionnaire （齋藤ら, 2014; VCQ）に回答を求めた。そ









































η２ ＝ .06～ .11）。以上より，日常生活場面をモニタリン
グすることによって，「強化の自覚」「行動継続」の随伴性
を理解できるため，価値を明確化するワークのみの場合よ
りも，価値を明確化しやすくなる可能性が示唆された。
